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さ
る
11
月
23
日（
土
・
祝
）午
後
３
時

よ
り
、
富
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会（
富
山

市
山
王
町
）に
て
、「
第
35
代
ア
メ
リ
カ

大
統
領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ 

帰
天

50
年
記
念
追
悼
ミ
サ
」が
行
わ
れ
た
。

　

弊
誌
発
行
人
の
中
村
孝
一
は
、

１
９
６
３
年
11
月
23
日（
日
本
時
間
）に

ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
た
の

を
機
に
、
彼
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
た
い

と
の
思
い
で『
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
』の
創
刊

を
14
年
後
に
決
意
。
創
刊
36
周
年
の
今

年
が
、
没
後
50
年
の
節
目
と
な
る
こ
と

か
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
の
信
仰
し

て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
作
法
に
の
っ
と

り
、
追
悼
ミ
サ
を
企
画
し
た
。

　

2
時
半
の
開
場
と
と
も
に
、
発
起
人

の
皆
さ
ん
を
始
め
、
招
待
者
、
一
般
参

加
者
が
続
々
と
訪
れ
、
教
会
内
は
満
席

と
な
っ
た
。
第
1
部
で
は
、
フ
ォ
ー
レ

作
曲
の「
レ
ク
イ
エ
ム
Ｏ
Ｐ
．48
」を
、浅

岡
節
夫
氏（
県
オ
ペ
ラ
協
会
会
長
）の
指

揮
の
下
、メ
モ
リ
ア
ル
合
唱
団
が
披
露
。

第
2
部
で
は
、
田
中
英
次
神
父
の
司
式

で
、荘
厳
に
追
悼
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、中
村
孝
一
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
今
日
の
日
が
、ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
長

女・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
が
駐
日
大
使

に
着
任
さ
れ
た
直
後
で
あ
る
こ
と
も
感

慨
深
い
。
高
い
理
想
と
勇
気
を
持
っ
て

生
き
た
ケ
ネ
デ
ィ
の
精
神
を
こ
れ
か
ら

も
受
け
継
い
で
行
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
も
取
材

に
訪
れ
、
追
悼
ミ
サ
の
模
様
を
全
世
界

に
発
信
し
た
。（
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
と
や
ま
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
りYouT

ube

に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

◆
発
起
人［
五
十
音
順
］
／
浅
岡
節
夫（
富

山
県
オ
ペ
ラ
協
会
名
誉
会
長
）、笠
置
雍
夫

（
元
教
師
）、川
田
文
人（（
一
財
）北
陸
経
済

研
究
所
理
事
長
）、
澤
田
悦
守（
北
陸
中
央

食
品
㈱
社
長
）、谷
川
寛
俊（
真
成
寺
住
職
）、

田
畑
裕
明（
衆
議
院
議
員
）、
平
尾
旨
明

（
日
枝
神
社
宮
司
）、源 

久
夫（
㈱
ラ
イ
フ・

ワ
ー
ク・フ
ー
ズ
社
長
）、吉
田
榮
一（
㈲
月

世
界
本
舗
社
長
）、中
村
孝
一　
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